
                            - 1 -

 

 

(1) 開催概要 

平成 30年 7月 24日(火)～26日(木)に，第 53回地盤工学研究発表会が開催されました．参加報告致します． 
・開催場所：サンポートホール高松，レグザムホール，JRホテルクレメント（交流会） 
・西日本豪雨災害の発生により，特別講演会は中止され，「平成 30年 7月豪雨」災害報告会に移行（次頁） 
・参加者：昨年の名古屋大会を上回る 2,069 名を超えた参加者（10 数年ぶりの2,000名超えとのこと） 
・展示会場への訪問者：名刺数 103名＋名刺無≒17名≒120名（H29年度=名刺数 108名） 
・ジオ・ラボネットワーク関係では，口頭発表：4件，連名発表を含むと 11件の発表（下表）がなされた． 

 

会場のサンポート高松（全地連フォーラムも同一ヶ所）         エントランスに学会の案内看板 

発表
番号

組合 発表者 発表論文名 共同発表

0383 協同組合関西地盤環境研究センター 李   俊憲 宅地盛土で生じた沈下の原因と予測に関する事例研究

0045 協同組合関西地盤環境研究センター 中山 義久 均質性確認試験結果と技能試験結果（中央値）の関係

0044 協同組合関西地盤環境研究センター 澤   孝平 技能試験配付試料の均質性に関する検討

0177 中部土質試験協同組合 久保 裕一 北上川流域の自然堆積粘土の力学特性 関連4件

北海道土質試験協同組合 関連2件

全体発表数 11件

関連1件

（一般発表：口頭発表7件　　（注：関連発表含むと11件（関西組合=4件，中部組合=5件，北海道組合=2件））

     No.1５9  2019 年 2 月 

1. 第 53 回地盤⼯学研究発表会参加報告 

久保部長の発表風景（地盤材料-粘性土（変形・強度②））        参加者450名の交流会参加者（予定350名） 

（※少し報告が遅くなりましたが，詳細参加報告します） 
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(2)「平成30年7月豪雨」災害報告会（サンポートホール高松大ホール：2018 年 7 月 25 日（水）15:10～18:10） 

 当初計画されていた特別講演会（「サヌカイト演奏」，「讃岐うどんの名人講演」，「地盤の成り立ちから讃岐うどん

文化を考える」の 3本立て講演の予定）は，長谷川修一大会実行委員長のご希望で，中野正樹調査研究部長，大谷 
順会長，地盤工学会災害連絡会議小髙猛司幹事長の調整で，直前に発生した「平成 30年度 7月豪雨」の「地盤災害

緊急調査報告」が，「緊急災害調査報告セッション 2」として，下記内容で急遽開催されました． 
 今回の災害は非常に広範囲であり，各地域の調査活動は，関連する土木学会・地質調査業協会などの団体と協働し

て調査に当たり，その報告がなされました． 
 各地域の被災の調査報告を拝見して，今回の災害規模の甚大さを知ることができました． 

（参考：平成 30 年度 7 月豪雨災害） 
平成 30 年 6 月 28 日～7 月 8 日，西日本を中心に北海道

や中部地方など全国的に広い範囲で記録された台風 7 号

および梅雨前線等の影響による集中豪雨によって発生した

災害（右表）で 7 月 9 日に気象庁が命名． 

岡山県真備町の浸水被害（小高教授の第 18 回技術講習会資料） 

■挨　拶： 長谷川 修一（第53回地盤工学研究発表会実行委員会委員長），塚田 幸広（土木学会専務理事）

■主旨説明　木村　亮　座長　

15:20－15:40 ■平成30年7月豪雨の概要  野﨑 智文（国土交通省四国地方整備局企画部長）

　　・中部地区 地盤工学会中部支部　平成30年岐阜県内豪雨災害調査団　沢田 和秀（岐阜大学）

　　・関西地区 地盤工学会関西支部調査団　鏡原 聖史（ダイヤコンサルタント），藤澤 和謙（京都大学）

　　・岡山地区 土木学会中国支部災害調査団岡山土砂グループ  西村 伸一（岡山大学）　

　　・広島地区 土木学会・地盤工学会・砂防学会合同調査団（土田 孝・橋本 涼太（広島大学），森脇 武夫（広島工業大学））

　　・四国地区 土木学会四国地域緊急調査団　　原  忠（高知大学），森 伸一郎（愛媛大学）　

　　・九州地区  地盤工学会九州支部　 村上 哲（福岡大学）

■テーマ報告■

・豪雨災害と地盤品質判定士　 地盤品質判定士会　尾上 篤生（興亜開発）　

・本斜面災害の特徴と過去の災害との相違点 土木学会地盤工学委員会斜面工学研究小委員会　委員長　　 鈴木 素之（山口大学）　

・最近の堤防の被災事例と特徴　　 　 石原 雅規（土木研究所）　

・ため池の被災事例から見た減災機能と維持管理　　毛利 栄征（茨城大学）　

総　括

 ～平成30年7月豪雨に対する地盤工学会の今後の方針～

座　長：　木村　亮（地盤工学会副会長・災害連絡会議座長）

15:10－15:20

15:40－18:00
（途中休憩）

■地区調査報告（各発表10～15分）■

18:00－18:10 大谷 順（地盤工学会会長）　

展示会場の状況                ジオ・ラボネットワーク＋㈱日本システム管理）のJV展示 

種別 被害状況 復旧状況

死者 220人(14府県)

行方不明者 11人(3県)

最大避難者 42,219人 3,657人

避難指示・勧告 約3,604,000世帯 約26,000世帯

住宅被害 48,250棟(36都道府県)

土砂災害 1518件(31道府県)

河川による浸水 557ヶ所(22道府県)

農林水産被害 2,469億円（36道府県)

通行止め（高速道含む） 約870区間 354区間

鉄道の運休 32事業者（115路線） 9事業者（16路線）

断水 約263,400戸 ほぼ解消

停電（中国，四国電力） 約254,000戸 ほぼ解消

豪雨による被害と復旧状況　（H30/8/5現在，引用元：読売新聞）
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（●テーマ報告から「毛利栄征教授：ため池の被災事例から見た減災機能と維持管理」を掲載） 

毛利 栄征先生（茨城大学（前農村工学研））の講演状況 

            

 当組合を含むジオ・ラボネットワーク参加組合に関係の深い「ため池」に関しては，毛利栄征（モウリ ヨシユ

キ）先生（茨城大学農学部）から，主たる内容として下記の 4項目が報告された． 

1. ため池の現状   3. 被災事例 
2. 被災形態との概要   4. ため池の豪雨対策と減災機能発揮 

（報告のポイント：引用元の毛利先生の報告会資料に一部追記しました） 
① 全国にため池は約 20万ヶ所あり，降水量が少なく，大きな河川に恵まれない西日本を中心に分布 

都道府県営事業の対象となる受益面積が2ha以上のため池は，全国に約 60,000 ヶ所，総数は197,000 ヶ所 
② 貯水容量が 1,000m3以上のため池：100,000 ヶ所（総数は 200,000 ヶ所） 
③ 江戸時代以前に築造されため池が全体の70% 
④ 古いため池は人力施工（事例：上記の満濃池の締固め状況），堤体土質選定，品質・性能が不明 
⑤ 経年的な老朽化が進行（堤体断面，強度，漏水） 
⑥ 整備が必要なため池は 20,000ヶ所 （防災重点ため池：11,362ヶ所） 
⑦ 堤高が 5～10m の中規模ため池：全体の50% 
⑧ 耐震設計がなされているため池は全体の4% （→まだまだ課題が残されている） 
⑨ ため池の形態分類（立地により「谷池」，「皿池」に区分される（下記の写真を参照）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（●谷池：山間や丘陵地で谷をせき止めて造られたため池）  （●皿池：平地の窪地の周囲に堤防を築いて造られたため池） 

⑩ 兵庫県南部地震で 1,222ヶ所，平成 23年東日本太平洋沖地震で 3,700 ヶ所のため池が被災 
近年の自然災害によるため池の被害は，10回にわたる台風の上陸があった平成16年と，東日本大震災があ

った平成 23年で顕著．被災原因の 71%が豪雨，29%が地震による． 
⑪ 平成 25～28年度の一斉点検（96,000 ヶ所）：5割強で耐震不足，4割弱で豪雨対策が必要とされている． 

＊地震対応：地震発生時にため池が保持すべき耐震性能調査（現地調査，地質調査，土質試験，耐震計算） 
＊豪雨対応：豪雨時の所定の流量流下能力，堤体の所定の余裕高の保持，堤体等の漏水・変状の有無など 

⑫ 地震や豪雨によるため池の被害パターンの解説と今回の西日本豪雨の「被災状況」，「豪雨被災の発生状況」か 
 

満濃池の堤体盛土の締固め状況 （引用元：満濃池誌） 

（満濃池の施工状況（杵搗き（きねつき），突固め））

ら特徴的な被災として，①低水位管理時の急上昇，②パイピングの進行，③堤体のすべり破壊をあげられた． 

（写真引用元：http://www.maff.go.jp/j/nousin/bousai/bousai_saigai/b_tameike/attach/pdf/index-24.pdf#search='ため池+谷池’ 
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(3)久保裕一職員の口頭発表論文 
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(4) 地盤材料試験に関連の深い発表論文の紹介               技術部 久保 裕一報告を一部修正・加筆 

 地盤材料試験に関連深いと考えられる論文（順不同）を紹介しますので，ご参照下さい．なお，詳細

は学会発表会 CDROM から原文を参照下さい．ジオ・ラボネットワークから多くの発表を期待したい． 

 

207：粘性土のせん断波速度に与える繰返しせん断の影響 

日本大学  菅沼丈夫 
日本周辺海域には豊富なメタンハイドレートが賦存しており，メタンハイドレート開発対象域には断

層等の不連続面が存在する．メタンハイドレートの分解に対しては，主に減圧法による商業的開発が検

討されており，この不連続面の特性によっては減圧法適用時に減圧がうまく伝わらず，ガス生産性の低

下に与える影響が懸念されている． 

このことから，不連続面の力学特性を把握するため，海底地盤を模擬した人工粘土においてベンダー

エレメント（BE）を装着した繰返し一面せん断試験を実施し，粘性土のせん断波速度に与える繰返しせ

ん断の影響について検討している．具体的には，一面せん断試験装置の載荷盤に発振用 BE，底盤に受振

用 BE を取り付け，供試体を鉛直方向に伝播するせん断波速度を計測している． 

（実験条件） 

試料は，NSF 粘土( ρs=2.78g/cm3，wL=55.1%、IP=25.1)に液性限界の約 2 倍になるように，蒸留水を加

え攪拌し，圧密応力 100kPa で予圧密している．供試体は，直径 60mm×高さ 20mm の円柱状供試体に所

定の圧密圧力まで段階的に垂直応力を載荷し，その後，垂直応力を除荷している． 

測定は，載荷と除荷の過程において，各圧密圧力でせん断波速度 Vs を測定．使用したベンダーエレ

メントの寸法は，幅 10mm×長さ 12mm×厚さ 0.5 mm としている．このベンダーエレメントの表面には

エポキシ樹脂が被覆され，電気的絶縁および防水機能を確保させている． 

（実験結果） 

図-1 は，圧密および除荷試験時における間隙比と垂直応力の値を示したもので，●は正規圧密状態，

〇は過圧密状態で得られた値である． 

図-2 は，e で正規化した VS と σ の関係を示したものである．これらで得られた試験データは，提案

式で近似が可能であると報告されている． 

      
（せん断帯の評価） 

せん断中のせん断帯の厚さを一定と仮定し(図-5)，供試体

の厚さを H，せん断帯の厚さを HSB すると，せん断帯のせ

ん断波速度 VSB は，せん断帯を含む土のせん断波速度 VS，

式(2)（図-2 に記載）から求まるせん断帯を含まない土のせ

ん断波速度 VSC を用いて次式から求まると報告された． 

     𝑉ୗ ൌ
1

ሺ
𝐻

𝐻ୗ
ሻ ሺ

1
𝑉ୗ

 – 
1

𝑉ୗେ
ሻ    
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繰返しせん断に伴う VSB の変化はせん断帯形成と密接な関係があり，せん断帯の厚さが確認できれば，

不連続面の特性に把握に繋がると考えられるとしている． 
せん断波速度の応力依存性，間隙比依存性を定式化し，不連続せん断帯モデルを適用することにより，

せん断帯のせん断波速度を評価する手法を検討し，せん断帯の厚さ～せん断波速度の関係を求めている． 
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171：降雨地すべり現象を模擬した間隙水圧制御試験 

基礎地盤コンサルタンツ㈱ 若杉 護 

 

地すべり現象の要因として，雨水や融雪水が斜面に

浸透することにより，斜面構成する地盤の間隙水圧が

増加（有効応力が低下）し，地盤のせん断抵抗力が低

下し，結果的に地すべりが発生するとされている．こ

の現象を室内で再現するため，間隙水圧制御機能を有

した中空ねじり単純せん断試験装置（右写真）を用い

て実験を行ない報告している． 

（実験結果） 

図-1 にせん断ひずみ～せん断応力の時刻歴曲線を示

す．間隙水圧の増加に伴い，せん断ひずみ（移動量に

相当）が増加し，間隙水圧が減少に転じると，その増

加は急激に停止しており，実地盤の観測結果と良く整

合したと報告された．                  間隙水圧制御可能な中空ねじり試験装置 

上記から，間隙水圧制御可能な中空ねじり試験は実 

地盤を忠実に再現が可能なことを報告された． 

図-2 に θ=atan(τ/σv’) ～γ 関係を示す．せん断力が一定のため，θの増加は間隙水圧の減少（有効応力の

回復）を意味する．図から判るように，θ=37°付近で変形が継続（ひずみが増大）しており，有効応力が

回復すると(θの増加)変形が停止している．したがって，間隙水圧をこの値以下に制御すれば変形を停止

させることが可能であるとしている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

180：長期保存した洪積粘土の CRS 圧密試験における初期応力状態が圧縮曲線に与える影響 

北海道大学 渡部要一 

 
関西国際空港 2 期事業の地盤調査において，1994 年に採取された試料を使い，定ひずみ速度載荷圧

密試験（CRS 圧密試験）を実施した．20 年以上長期保存した試料では，飽和度が低下しているために，

沈下予測に用いるべき圧縮曲線が得られない． 
本研究では通常の CRS 圧密試験に加えて，有効土被り圧で十分に予圧密してから，定ひずみ速度載

荷を開始する CRS 圧密試験を行い，両者の比較から初期応力状態が圧縮曲線に与える影響について検

討した結果を報告している． 
（実験条件） 

試験は A-1～A-3 の計 3 ケース（表 1）実施した．いずれのケースでも，背圧は 200kPa，メインとな

る載荷過程での一定のひずみ速度は 0.02%/min とした．A-1 が JIS A 1227 による基本試験である． 

図-1 せん断応力，せん断ひずみ，間隙水圧の時刻歴例 

（一部，編集で追記） 

         図-2 θ～γ 関係 
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原位置の試料の状態を考慮した圧縮曲線が得られる

ように，有効土被り圧（967kPa）において予圧密したも

のが A-2，一方の A-3 では，試料の吸水・膨張を避ける

ために圧密圧力が有効土被り圧に達したところで背圧

を作用させて試料を飽和させた． 
（実験結果） 

CRS 圧密試験から得られる圧縮曲線は，定ひず

み速度載荷を開始する際の応力状態の影響を強く

受け，有効土被り圧で十分に予圧密をしてから定

ひずみ速度載荷を開始することにより，長期間保

存した試料の場合でも，実務で沈下計算に使うべ

き代表的な圧縮曲線が得られることがわかった。 
 これらから，沈下予測に用いる圧縮曲線を提示

している．実務において，原位置の沈下予測に使

うべき代表的圧縮曲線を得るために，通常の CRS
圧密試験に加えて，有効土被り圧において予圧密

を組み入れた CRS 圧密試験を実施した． 
その結果，CRS 圧密試験から得られる圧縮曲線は，定ひずみ速度載荷を開始する際の応力状態の影響

を強く受け，有効土被り圧で十分に予圧密をしてから，定ひずみ速度載荷を開始することにより，長期 

間保存した試料の場合でも，実務で沈下計算に使うべき 代表的な圧縮曲線が得られることがわかった

としている． 

 

524：ため池堤体盛土の強度評価への三軸等方圧密試験の適用 

基礎地盤コンサルタンツ(株) 小南 将冴 

 

締固めエネルギーが強度特性評価に及ぼす影響を把握するため，和歌山県に現存するため池の堤体土

(図-1)を用い，三軸試験の適切な強度評価方法について考察している． 

具体的には，三軸等方圧密試験を実施し，堤体の応力状

態に合わせた拘束圧条件で，三軸圧縮(CUതതതത)試験を実施し

た結果を報告している． 

（実験条件） 

試験方法は，圧密試験と三軸圧縮(CUതതതത)試験を実施して

いる．圧密試験の条件は，築造時の締固めエネルギーの影

響を圧密降伏応力によって評価するために，等方応力状態

で三軸圧縮試験機を用いて実施した．各圧密段階における

圧密終了の目安は 3t 法で判断し，三軸圧縮(CUതതതത)試験の拘

束圧条件は，圧密試験結果を考慮して設定している． 図-1 比較試験に用いた地盤の粒径加積曲線 
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（実験結果：表-1，図-2） 

① 一般的に三軸圧縮(CUതതതത)試験では，想定される有効土被り圧を目安に広範囲な拘束圧で試験を実施す

るが，ため池堤体のように過去に締固めなどのエネルギーを受けている場合には，広範囲な拘束圧

で結果を整理すると，過圧密領域における有効応力に基づく粘着力を過小評価する可能性があると

している． 

② 乱れの少ない試料を採取可能な場合には，三軸等

方圧密試験を実施した上で，三軸圧縮試験の拘束

圧を設定することは，人力で築造された応力状態

を確認することができ，ため池耐震診断を進める

上で有効な手段となると思われるとしている． 

 

 

(5) ブース展示報告 

展示会場は 2 つに分かれ，今回もそれほど広くはないものの，毎年と同様に多くの来場者があり，展

示会場は各種の情報交換の場として活用されている． 
今回のジオ・ラボネットワークとしてのブース展示は，初めての試みで，日本システム管理㈱さんと

のジョイントブースで充実した 2 コマ展示であった．ジオ・ラボネットワークの展示内容は，各組合の

ポスター表示と土質試験ビデオ（毎年バージョンアップした内容）による試験手法の紹介，日本システ

ム管理㈱さんは，一軸圧縮試験の計測を無線 LAN によりタブレットに表示する手法と，供試体破壊写

真をデジタル画像処理するソフトを映像展示（p-10 参照）されていた． 
コラボした結果として，ジオ・ラボネットワークを訪問された来客を，日本システム管理㈱さんへ紹

介したり，その逆もあったりで，非常に有効的な展示ができたと考えている． 
なお，来客数は前年度を少し超える状況で，比較的好評に終えることができたと考えている． 

（来客の特徴） 
・展示会場への訪問者：名刺数 103 名＋名刺無≒17 名≒120 名（前年度=名刺 108 名） 

 ・地域区分は「関東地域」，「関西地域」が多く，次いで「中部地域」となっている 
 ・来訪者は「大学・研究所関係者」，「地盤調査関係者」，「ゼネコン」関係が多かった 
 ・高松開催であったが，前回の名古屋大会と変わらず，大変盛況な来訪者となったと考えている． 
 ・早稲田大学院生(5 人程度)，熊本大学学生(数人)と 50 分程度，試験法の解説＋Q&A を実施した． 
（★★特筆事項）東大-渡邊健治先生と京大-勝見 武先生から試験編ビデオを依頼され，後日送付完了． 

         → 下期からの授業に活用するとのことで，大変感謝されました． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（過圧密領域によるモール円）             （広範囲な拘束圧によるモール円） 

図-2 拘束圧の異なる条件下でのため池Ａのモール円（有効応力） 

表-1 ため池 A の三軸圧縮(CUതതതത)試験結果 
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★特筆すべき展示ブース★ 

 一方，展示ブースの中で，一際目立っていたのが，㈱建設技術研究所+名城大学の展示ブースでした． 
ここでは，3 日間の展示の中日に，堤体モデルの破壊実験を実施するという展示でした． 
 展示会場であったが，工夫された生の破壊実験を目の前で見ることができ，大変参考になった． 

 

 

（あとがき） 

 ジョイント展示された日本システム管理㈱では，破壊モデルの手書きを，写真撮影＋画像解析による

手法で，下図のような破壊後の供試体モデルを作成できるソフトを試作されていた．今後，完成品とな

ると，正確性，スケッチをする手間の縮減，個人差の解消などを期待できるソフトといえる． 

屋島展望台からの高松市街 

 

 

 

 

 

 

 

 

㈱建設技術研究所+名城大学の展示ブース（小高先生）     展示会場で公開された堤防の破壊実験モデル 

堤外地の水位を上昇させてゆくと，法尻が崩壊を開始    破壊が進行し，最終的にはほぼ全壊状態となった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展示準備が完了した前日，屋島展

望台（北嶺）まで足を伸ばして，高松

市街地を一望した．その昔，都を追わ

れた平家は，源義経らに敗れ屋島へ

と撤退．当時の屋島は完全な島であ

り，天然の要塞とされていたとのこと． 

屋 島 を 構 成 す る 山 上 部 に は 約

1,400 万年前の瀬戸内海火山活動に

噴出した溶岩起因の古銅輝石安山岩

（サヌカイト）が存在するといわれる． 

(高松大会エピローグ：編集者による讃岐うどん) 
皆さまも機会がありましたら，高松への訪問をお勧めします．特に，好んで食しましたの

は「スダチぶっかけうどん」でした．なお，「大」は 3 人前，「中」は 2 人前，「小」が 1 人前

ですので，一般的なお方では，せいぜい「中」迄のご注文がお勧めです．

破壊実験前：水位無し 

クロマキーのみ
背景は透過されているが，手前の供試体
が残留している．供試体上部の影が暗い
部分が透過されているが，撮影時にライト
を付けることで改善されると考えられる．

クロマキー＋エッジ検出
検出パラメータ調整または手直しが必要と
考えられるが，クラックなどを概ね把握でき
ている．
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2. 第 18 回技術講習会開催報告 
平成 30 年 7 月 6 日に，太平洋高気圧の縁に沿って暖かく湿った空気が日本列島に流れ込み，西日本

から東日本・北海道に停滞する梅雨前線が活発な活動を続けました．この影響により，西日本から東日

本・北海道の広範囲にわたって，猛烈な雨を伴った記録的な大雨となりました．この結果，全国の広範

囲に渡って河川が増水・氾濫するとともに，記録的な土砂災害や河川堤防の破堤などによる低い土地の

浸水によって，多くの犠牲者がでました（参照：p-2）． 
これらのことから，第 18 回を迎える本技術講習会（H30.12.5）では，地盤工学分野から豪雨災害に

取り組んでおられる名城大学理工学部社会基盤デザイン工学科 小髙 猛司 教授に「豪雨災害と河川堤

防の浸透破壊」として，今回の災害被害調査で判明した事象・課題を解説していただくとともに，主と

して河川堤防を対象として今後の豪雨に対する備えに関して参考となる話題をご提供いただきました． 
なお，講演会終了後は，大型バス 2 台で組合試験所まで，移動して試験設備の見学会を開催した． 

2.1 参加者 

・当初参加者 ：121 名（講演会），78 名（見学会） 
・キャンセル考慮 ：109 名（講演会），69 名（見学会） 
・最終参加者 ：103 名（講演会），65 名（見学会）（技術者が 81%の参加者であった） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 講演概要 

 現在，小高先生は地盤工学会本部総務担当理事に就任されており，学会の災害連絡会議幹事長も兼務

されている関係から，大変お忙しい時間を縫ってのご講演でしたが，大変充実した内容の講習会でした． 

 ・講師：小高 猛司先生（名城大学理工学部 社会基盤デザイン工学科 教授） 

 ・演題：河川堤防を浸透破壊から守るための地盤工学 

 ・主要な話題 

     ①平成 30 年 7 月豪雨の小田川破堤と豪雨による堤防決壊による浸水被害 
     ②堤防の浸透破壊は，どのような時に発生するのか（小高先生の研究成果） 
      ・地震・洪水および複合災害に対する統合型河川堤防評価技術の開発 
      ・パイピングに伴う堤防劣化を考慮した河川堤防評価技術の開発（模型実験の紹介） 
     ③堤防の地盤調査，土質試験，安定解析法の現状と提案 
      ・全国各地の堤防を構成する地盤材料の物理探査・サンプリング・地盤材料試験 

      ・「粘性土」堤体（→細粒土堤体）は本当に安全か． 

      ・吸水軟化試験の実施，実物大模型実験の実施から「堤体土の「粘り強さ」の評価」 

（参加申込者）

大学 合計

愛知県 市町村 三重県 市町村 岐阜県 市町村 静岡県

講演会 17 37 10 2 0 2 2 4 2 24 0 9 109
見学会 13 28 9 2 0 2 0 3 2 6 0 4 69

（実際の参加者）

大学 合計

愛知県 市町村 三重県 市町村 岐阜県 市町村 静岡県

講演会 17 35 9 2 0 2 2 4 2 21 0 9 103
見学会 12 26 8 2 0 2 3 2 6 0 4 65

種別 中央官庁
地方自治体 政府系

会社
協会会員

理事会・委員
協会理事

理事会・委員
協会理事

種別 中央官庁
地方自治体 政府系

会社
協会会員
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事務管理職

1%

事務職

4%
その他

2%

（アンケート回収者 86 名参加者区分） （参加者の職域区分） 
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(1) 平成 30 年 7 月豪雨の小田川破堤について 

（●近年の豪雨災害紹介と小田川の付替事業効果紹介） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 堤防の浸透破壊を地盤工学によるアプローチでメカニズムの検討 

 近年の河川堤防における「越流のない堤防決壊」の代表的な事例として，S51 年台風 17 号による長良川堤

防（岐阜県），S61 年台風 10 号小貝川堤防（茨城県），H24 年九州北部豪雨矢部川堤防（福岡県），H27 年関

東・東北豪雨渋井川堤防（宮城県）等を紹介された．また，浸透破壊による堤防の変状被害として，H24 年

九州北部豪雨矢部川：下の写真参照），H25 年梯川堤防の法すべり（石川県），H25 年子吉川堤防の法すべり

（秋田県）に代表される事例を報告された． 
これらの事例から，堤防を破堤に至らしめる「パイピングに伴う堤防劣化を考慮した河川堤防評価技術の

開発」として，地盤工学的アプローチで「透水性基礎地盤に起因する河川堤防の変形」を解明するための実

験・解析結果を基本として解説された． 

 

倉敷市真備町の破堤・浸水状況（引用元：中国地整 HP） 

真備町の浸水予測と被害比較（引用元：中国地整 HP）追記 小田川の合流点付替え事業の効果（引用元：中国地整 HP） 

末政川の決壊

高馬川の決壊 

真谷川の決壊 
末政川の決壊

高馬川の決壊 

真谷川の決壊 

平成 24 年九州北部豪雨矢部川堤防の破堤（九州地整 HP） 地盤工学によるアプローチで堤防破堤のメカニズム解明検討 
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（●2 次元模型実験による浸透破壊を再現） 

 

（●崩壊メカニズムの解明：3 パターン化） 

 

(3) 堤防の地盤調査，土質試験，安定解析法の現状と提案 

小高先生グループが提案されている吸水軟化試験は，越流後の侵食崩壊や基礎地盤のパイピングに起

因する堤体崩壊などの堤体の浸水条件下でのせん断強度の評価に有効であるとしている． 
吸水軟化試験とは，三軸セル内で土供試体に，一旦異方応力条件下の初期せん断を与えた状態とし，

その後，軸差応力を所定の値で一定に保持したまま，間隙水圧のみを徐々に上昇させることにより，有

効応力を低下させて，土供試体を破壊に至らしめる試験である．細粒分が多い堤体土ほど，間隙水圧の

上昇はゆっくりと行う必要がある．初期せん断の与え方は，有効拘束圧 50，100kPa で等方圧密後，軸

差応力が 50，100kPa に到達するまで，軸載荷速度一定で排水せん断を行う方法を採用している． 
所定の軸差応力に到達後，速やかに軸差応力一定条件下での間隙水圧上昇に移行する．なお，異方圧

密試験と同様な手法で初期せん断を与えても良いが，その後の吸水軟化試験の結果に差異はない． 
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(4) 参加者のアンケート結果 

●講演会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     講演会内容                   理解度                   講演時間 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非常に良い

51%

まあまあ

41%

普通

6%

余り良くない

1% 良くない

1%

非常に理解できた

10%

よく理解できた

29%

理解できた

46%

少し難しい

13%

難しい

2%
少し短い

3%

丁度良い

84%

少し長い

13%

非常に理解できた

18%

よく理解できた

53%

理解できた

27%

少し難しい

2%

難しい

0%

非常に理解できた

11%

よく理解できた

56%

理解できた

29%

少し難しい

4%

難しい

0%

非常に理解できた

11%

よく理解できた

45%

理解できた

33%

少し難しい

11%

難しい

0%

●見学会 

（★吸水軟化試験の解説★） 

吸水軟化試験による砂質土の浸透耐性の評価 

中部土質試験協同組合 久保裕一

 
吸水軟化試験とは，三軸セル内で土供試体を一旦異方応力

条件下の初期せん断を与えた状態とし，その後，軸差応力を所

定の値で一定に保持したまま，間隙水圧のみを徐々に上昇さ

せることにより，有効応力を低下させて，土供試体を破壊に至ら

しめる試験である． 
細粒分が多い堤体土ほど，間隙水圧の上昇はゆっくりと行う

必要がある．初期せん断の与え方は，有効拘束圧 50 および

100kPa で等方圧密後，軸差応力が 50 および 100kPa に

到達するまで軸載荷速度一定で排水せん断を行う． 
所定の軸差応力に到達後，速やかに軸差応力一定条件下

での間隙水圧上昇に移行する試験である．  
（土木学会全国大会 第 72 回年次学術講演会，2017 年 9 月）

★参考：当組合 HP に掲載されていますのでご参照下さい★ 

試料取扱                    物理試験                  力学試験 
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(5) 開催状況 

講師の小高先生 講演会の参加状況 

講演会参加状況 講演会終了後の質疑応答状況 

見学会実施状況（凍結試料の成形） 見学会実施状況（粒度試験-ふるい試験）

見学会実施状況（材料試験）             見学会実施状況（動的試験） 
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（6） 講演会・見学会に対するコメント・要望） 

 

（まとめ） 

 H30 年 7 月豪雨の被災を鑑み，今回のテーマを選択し講師として小高先生にお願いしたが，タイムリ

ーな時期の開催で，なおかつ大変適切な内容であったと判断している． 
 受講者からのアンケートにも回答されているように，講演会の内容は 92%が適切であったとの評価で

あり，理解度は，少し難解との意見もあったが，75%が理解できたとの評価であり，動画がふんだんに

取り入れられ全体的に判りやすかったと考えている．講演会の時間も 87%が好意的な評価であった． 
 見学会も，開催する毎に，各職員が解説方法・内容のバージョンアップに各種工夫を凝らしており，

「非常に理解できた」，「よく理解できた」，「理解できた」の合計が，試料取扱（98%），物理試験

（96%），力学試験（89%）と非常に高い評価をいただいた．今後も継続して改善していきたい． 
 講演会，見学会共に，参加者からの要望を取入れ，今後もよりよい技術講習会にしていきたいと考えて

いる．また次回には，タブレットを用いて，手元で操作しながら，試験方法の解説・試験機の説明など

を行うなど，さらに判りやすい解説手法なども取り入れる予定です．ご期待下さい． 
 

講演会

見学会

・ため池農調査について知りたい．

・砂防に関することについて知りたい．

・河川の堤防の中に占用物があるときの強度低下について知りたい．

・途中で休憩を設けて頂いた方が，より集中して聞くことが出来ると思う．

・小高先生の発案の吸水軟化試験が広まると，安全性が高まって素晴らしいと思います！！

・要点がわからなかった．内容が少し難しかった．

・道路・舗装，路盤改良，インフラ点検，地下水対策などの講演を希望します．

・地質に関してはまだ素人のため用語等の理解が追いつきませんでしたが，実験映像等を見せて

　いただき理解がしやすかったです．

・今後コンサルタントとして必要になるので，理解を深めるためにも基本的なことも学べる機会がほ

　しいと思います．

・土質試験の現場を見ることができてとても参考になり役立ちます．.ありがとうございました．

・良い経験をさせてもらい，とても勉強になりました．ありがとうございました．

・説明時間が短かった，もう少し詳しく話がしてもらえる時間があるとよかった．

・力学試験を自分でやってみたい．

・試験結果の利用方法（何の検討に必要か）をもっとよく知りたい．

・試験機，試験方法について，理解が深まり，大変有意義な見学会でした．ありがとうございます．

　試験データの見方やそのデータの利用方法をもう少し詳しく教えて欲しい

　（一宮市建設部治水課→資料をメール転送しておきました）．

・なかなか見る機会はないのでとても参考になりました．

・力学試験の資料（非圧密,非排水など）

　（ＮＥＸＣＯ中日本　名古屋支社　津・保全SC* →資料をメール転送しておきました）

・バスの中でのＤＶＤ（最新）があれば欲しい．

　（ＮＥＸＣＯ中日本 名古屋支社 津・保全SC →全地連提供のYouTubeのURLを提供）

・職員研修用に，見学資料の各ページのＡ4版がほしい （国交省　高山国道事務所）．

　（ジオ・ラボネットワークサーバーを介して資料送付済）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注*）SC：サービスセンター

愛知県15社，三重県2社，静岡県1社（五十音別）

㈱ ア オ イ テ ッ ク 青 葉 工 業 ㈱ ㈱ ア ク ア テ ル ス 川 崎 地 質 ㈱

基 礎 地 盤 コ ン サ ル タ ン ツ ㈱ ㈱ キ ン キ 地 質 セ ン タ － サ ン コ － コ ン サ ル タ ン ト ㈱ ㈱ ダ イ ヤ コ ン サ ル タ ン ト

玉 野 総 合 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 中 央 開 発 ㈱ ㈱ 東 建 ジ オ テ ッ ク 東 邦 地 水 ㈱

㈱ 中 日 本 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 日 さ く 日 特 建 設 ㈱ 冨 士 開 発 ㈱

松 阪 鑿 泉 ㈱ 明 治 コ ン サ ル タ ン ト ㈱

準組合員19社 愛知県11社，三重県2社，岐阜県1社，静岡5社（五十音別）

㈱朝日土質設計コンサルタント ㈱アサノ大成基礎エンジニアリング 応 用 地 質 ㈱ 協 和 地 研 ㈱

興 亜 開 発 ㈱ ㈱ 大 和 地 質 ㈱ 地 圏 総 合 コ ン サ ル タ ン ト ㈱ 中 部 ウ エ ル ボ ー リ ン グ 社

土 屋 産 業 ㈱ ㈱ 東 海 環 境 エ ン ジ ニ ア 東 海 ジ オ テ ッ ク ㈱ ㈱ 東 京 ソ イ ル リ サ ー チ

㈱ 中 野 地 質 日 本 物 理 探 鑛 ㈱ ㈱ フ ジ ヤ マ ㈱ 増 田 地 質 工 業

㈱ 松 原 工 事 事 務 所 ㈱ ヨ コ タ テ ッ ク ㈱ ラ ン ド テ ク ト

組合員18社

中部地域に貢献するジオ・ラボ中部を構成する組合員・準組合員


